
需要増加
はインバ
ウンドか

政府備蓄米
昔は多量に存
在するときも
あり

※総需要量は、主食用（米菓・米穀粉を含む）のほか、
飼料用、加工用等の数量 1



最近の米の需給動向（需要量、生産量、民間在庫）～主食用～

農水省分析：需要が堅調であること（昨年より14万トンの需要増）の要因は以下のとおり。
①食料品全体の価格の上昇が続く中、米の価格が相対的に上昇が緩やか
②インバウンド等の人流の増加
③高温・渇水の影響により、精米歩留まりが低下

近年は需要量＞供給量
R6は40万トン過少

猛暑の影響ではなく、
生産量を絞ってきたこ
とが原因では？

需要見通し
(R7.1公表）
R7 674
R8 663

生産見通し
(R7.1公表）
R7 679
R8 683

R5年産→R6年産  18万増
増えているにもかかわらず
コメの価格は上昇

R7､R8生産見通しとも705
万より少
需要が減らなければコメ不
足は継続

民間在庫
も減少
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R5よ
り18
万増

R6の実
績は

705万

R7がR6と同
程度であるこ
とからR8も
高値必至

毎年10万
程度減少と
考えている

R6よ
り4万
増
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買い込み需
要発生
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備蓄米の入札状況

1,768円／5kg

1,726円／5kg

1,691円／5kg

店頭販売価格
4,285円(税込み)
3,967円(税抜き)

随意契約米 古古米 税抜 古古古米
11,010円/60kg（917.5円／５kg） 10,080円/60kg（840円／５kg）

入札価格はR6の農家への支払価格
（1,667円/５kg）より高額
→販売価格の低下につながりにくのでは
ないか

→政府は儲けている
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価格上昇をもたらしているのは銘柄米

※高くてもおいしいコメを買いたい人は結構いる？
→積極的にブレンドしない、備蓄米流通遅れる
随契米がでても銘柄米の価格は下がらない？

※ブレンド米は出し惜しみして銘柄米を買わせている？
→随契米がでれば、銘柄、ブレンドともに安くなる
ただ、どこまで続くか？

※今後は、銘柄米、ブレンド米、随契米に３極化

ブレンド米が劇的
に増えていない
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JA以外の集荷業者が例年より高い値段で集荷し
ていれば、そこから先の販売価格も上昇
集荷量も44万トン増加

3,750円～
4,167円/５kg集荷業者への出荷が前年と比べ31万トン減少。

集荷業者以外の業者の取引が44万トンに増加。
JAの割合が低下
⇓

今年もここのせめぎあいが継続し、高止まりに
なるものと予想される

例年、集荷業者から大ロットで契約して購入し
ていた卸売業者・実需者は、不足分を他の事業
者から、小ロットで比較的高い価格で入手

小売価格の上昇の背景

1,667円/５kg⇒備蓄米の落札価格の約89%
この段階で、昨年度より50%程度高い値段で農
家に支払っている
・諸物価の高騰による生産経費の増加に配慮？
・JA以外の集荷業者との競争？
→後者であれば、農家の所得向上に寄与

2,050円/５kg
JAの集荷経費は、383円/５kg
昨年度よ61%増で、少し利益も増や
しているか？

4,285円/５kg
2,235円も増加これは何故？
高くても消費者は買うからか（銘柄米）？

生産量が増加し、
JAルートでの供
給が安定すれば
価格は低下し、安
定するか？
農家は困るが・・・

昨年：13,333円/60kg
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出典：流通の仕組み
｜松山市中央卸売市
場｜愛媛県松山市
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注：「TI値」®とは、Table Indexを指し、1000食卓当たりの当該食品の出現頻
度を現す（株式会社ライフスケープマーケティングの登録商標）。
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